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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月9日(2015.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル信号を出力する複数のデジタル信号出力部と、
　前記複数のデジタル信号出力部の出力端子が接続されたブロック配線と、
　入力端子が前記ブロック配線と接続されたバッファ回路と、
を含む組を複数有し、
　一の前記組に含まれる前記バッファ回路の出力端子は、
　別の一の前記組に含まれる前記ブロック配線と接続されること、を特徴とする信号伝送
装置。
【請求項２】
　前記デジタル信号出力部は、Ａ／Ｄ変換部を含むことを特徴とする請求項１に記載の信
号伝送装置。
【請求項３】
　前記デジタル信号出力部は、前記Ａ／Ｄ変換部から出力されたデジタル信号を保持する
メモリ部を有することを特徴とする請求項２に記載の信号伝送装置。
【請求項４】
　前記メモリ部は、出力インピーダンスを調整する出力インピーダンス調整部を含むこと
を特徴とする請求項３に記載の信号伝送装置。
【請求項５】
　前記バッファ回路は、出力インピーダンスを調整する出力インピーダンス調整部を含む
ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の信号伝送装置。
【請求項６】
　前記バッファ回路は、クロック信号と同期して、前記デジタル信号を出力することを特
徴とする請求項１～５のいずれかに記載の信号伝送装置。
【請求項７】
　前記一の組に含まれる前記バッファ回路の前記出力端子は、前記別の一の組に含まれる
前記ブロック配線および前記別の一の組に含まれる前記複数のデジタル信号出力部に接続
されることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の信号伝送装置。
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【請求項８】
　前記デジタル信号出力部は、前記デジタル信号を保持するメモリ部と、前記メモリ部と
前記ブロック配線との接続と非接続とを切り替えるスイッチとを有し、
　前記一の組の前記バッファ回路の前記出力端子が、前記別の一の組の前記スイッチと接
続されることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の信号伝送装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の信号伝送装置と、
　行列状に設けられた複数の画素と、を有し、
　前記複数のデジタル信号出力部の各々は、前記画素の列に対応して設けられたことを特
徴とする光電変換装置。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれかに記載の信号伝送装置と、
　行列状に設けられた複数の画素と、を有し、
　前記画素の各々が、前記デジタル信号出力部を含むことを特徴とする光電変換装置。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の撮像装置と、
　前記撮像装置から出力された信号を処理して画像データを生成する映像信号処理部と、
をさらに備えたことを特徴とする撮像システム。
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